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つるた町民ライブラリーつるた町民ライブラリー
　コロナ禍で様々な活動が制限される昨今。この企

画では、「ヒト・モノ・コト」を繋げるため、私（地

域おこし協力隊：川口）が、鶴田町で活動する「人材＝

人財」（個人・企業・団体）をピックアップして「よ

そ者」目線で人物像を掘り下げ、不定期でご紹介し

ます！今回は鶴田町在住でITの活用を事業にされて

いる髙森三樹さんにお話を聞いてきました。

「鶴田町在住、「鶴田町在住、

　IT 活用の強力助っ人」　IT 活用の強力助っ人」

◈�現在のお仕事を教えてください

　様々なITに関わる業務をしていますが、現在中心となっ

ている業務は、お客さまのホームページの作成や管理、ア

ドバイスといったWEB関係業務。あとはiPadの使い方講座の

講師もしています。内容は高齢者や障がい者の方向けの講

座やそのような方にiPadの使い方を教えられるような人材

を育成するための講座など、依頼によって変わります。昨

年度からは鶴田町のGIGAスクールサポーターに任命してい

ただき、学校教育にiPadを導入するお手伝いもしています。

　僕も髙森さんが講師をされているiPad講座を受講

してみました。髙森さんはとても穏やかな雰囲気を

まとっていて、とても受講しやすかったです。講座

の雰囲気だけでなく、講座の内容も受講者の様子を

しっかり把握しながら進行しているのが印象的でし

た。IT・ICTの普及と理解が田舎であっても避けては

通れないものになりつつある世の中ですが、髙森さ

んのような存在が地域にいらっしゃることはとても

心強いと思います。髙森さんは学校教育や講座の講

師など町内でも活躍されていますので、これからの

活動も機会があれば紹介できればいいなと思います。

皆さまも講座等の機会があればぜひ受講してみては

いかがでしょうか。

編 記後集

△鶴田町役場で行われた iPad 講座で講師を務める髙森さん

　大学生の時に趣味でWEBのことを学び始めました。ITを仕

事にしたのは前職に就くときにWEB関連の業務で採用してい

ただいたからです。前に所属していた会社が廃業したのを

きっかけに独立して、フリーランスとして活動し始めまし

た。独立した当初は青森市で事業を開始しましたが、結婚

を機に鶴田町に拠点を移しました。
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エイチピースタイリング　

髙森　三樹さん

◈ IT関連のお仕事を生業にしたきっかけがあれば教
えてください

◈�学校教育にiPadを導入する事業について教えてく
ださい

　導入するにあたって、先生方に対しては授業で使用する

アプリや機能の説明や使い方のアドバイスを行いました。

例えば、タブレットを使って課題を提出してもらう方法や、

テストなどを生徒のタブレットに一斉に配る方法などです。

あとは先生からの要望に応えられるようなシステムを見つ

けてきて教えたり、自分で使えそうなシステムを見つけて

先生方に紹介したりと臨機応変に対応しています。子供た

ちには各クラス1回ずつ、タブレットの基本操作の説明をし

ました。子供たちは家庭でもYouTubeやSNSなどのデジタルに

触れている機会が多く、導入はスムーズでした。

　導入後は週に1～ 2回小学校に行き、その時々でアドバイ

◈�高齢者や障がい者の方へのiPad講座について教え
てください

　高齢者・障がい者の方本人に向けた講座も実施していま

すし、高齢者・障がい者の方に教えられる人材を育てるた

めの講座も実施しています。講座を受けられる方の中には

スマートフォンやiPadをもったとしても使えるイメージが

持てない方もいらっしゃいますが、講座を通して「こんな

使い方があるんだ」、「こんなに便利になるんだ」と気づい

てもらえると嬉しいですね。

　講座をする中で、特に大切にしていることは、受講者本

人になりきってみることです。教えられる人材を育成する

場合にはそのこともお伝えしています。できる限り障がい

者や高齢者の方になりきり、困りごとや操作へのつまづき

に寄り添いながら講座を行うことによって、本当に必要な

サポートに近づけられると思っています。例えば、視力の

障害といっても、見えない方や弱視の方、色が見分けにく

い方と困りごとはさまざまなので、それぞれに合わせた便

利な使い方を知っていただけるようにしています。

エイチピースタイリング
代表：髙森　三樹

TEL：090-9742-6430　MAIL：info@hpstyling.com

HP：http://hpstyling.com

◈�最後にデジタルを使い慣れない方になにかアドバイ
スがあれば教えてください

　まずはきっかけだと思います。そもそもスマートフォン

やiPadが自分に使えるかと身構えてしまう場合もあると思

いますし、自分の生活にどのように活用できるのか想像で

きない場合もあります。ですがそういう方でも、デジタル

への興味をもつきっかけが、日常の習慣や趣味の場合は教

えている側としても手ごたえを感じます。新聞の文字が大

きく読めたり、料理のレシピ動画が見られるようになった

りと、講座の内容と実生活のつながりが見えるとわかりや

すいと思いますし、そういうきっかけを大事にしながらデ

ジタルにも目を向けるととっつきやすいかもしれません。

また、講座にいらした方にもヒヤリングを行い、興味をも

って取り組んでもらえるように促しています。

　IT・ICTといった言葉は使われ方や扱われる場によって、

若干捉え方が違う場合もありますが、そこまで気にしなく

ても大丈夫だと思います。自分の周りでIT、ICTという言葉

に触れたときは、情報技術にまつわることだと認識してい

ただければよいと思います。僕ら専門家もITやICTといった

言葉になじみの薄い方にも身近に感じてもらえるよう、時

と場合によって言葉や説明には気を付けています。

◈�最近ではITだけでなくICTという言葉も使われてい
ますが、 違いがあれば教えてください

　※IT：情報技術　ICT：情報通信技術

スをしたり、操作や設定などに問題があれば解決に取り組ん

でいます。


